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隠

 １月のこんなことあんなこと

　自然交流センターにて、年度中に２０歳を迎える方

を対象として「二十歳のつどい」が開催されました。

　式典では、宮本村長の式辞の後、記念品と祝酒が

贈られ、山本晴喜さん、江端桃香さんが「誓いの言

葉」を宣誓しました。また、木村議長からのお祝い

の言葉や祝電・祝文が披露され、三浦愛可さんが代

表して答辞を述べました。　　　　　（１月４日）

令和６年 二十歳のつどい
二十歳のつどい 出席者（７名）

石  　采 峰　／　江 端　桃 香

佐々木 頼 人　／　長谷川 涼 菜

三 浦　愛 可　／　山 本　晴 喜

ＫＯＭＡＮＧ ＥＮＤＲＩ ＳＥＤＡＮＡ

（敬称略）

　村消防団の出初式が自然交流センターで

行われ、団員一同は地域防災への決意を新

たにしました。

　式典では、人員報告、宮本村長らによる

閲団の後、団員に北海道知事表彰などの表

彰者が披露されました。

　住民の安全を守るため、今後も宜しくお

願い致します。受賞者は次のとおりです。

（１月７日）

令和６年 北留萌消防組合初山別村消防団消防出初式

焔
北
海
道
知
事
表
彰

　
　
年
勤
続
　
団
　
員
　
横
山
　
雅
仁

１０

団
　
員
　
折
舘
　
勇
士

団
　
員
　
松
本
　
弘
哉

団
　
員
　
長
谷
川
優
次

団
　
員
　
山
本
　
　
誠

団
　
員
　
長
谷
川
雄
平

焔
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
年
勤
続
　
団
　
員
　
中
塚
　
侑
弥

１０

団
　
員
　
福
田
　
祥
大

団
　
員
　
長
坂
優
太
郎

団
　
員
　
山
本
　
　
誠

団
　
員
　
長
谷
川
雄
平

焔
北
留
萌
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

　
　
年
勤
続
　
団
　
員
　
中
塚
　
侑
弥

１０

団
　
員
　
福
田
　
祥
大

団
　
員
　
長
坂
優
太
郎

団
　
員
　
山
本
　
　
誠

団
　
員
　
長
谷
川
雄
平

　
優
良
団
員
表
彰団
　
員
　
横
山
　
雅
仁

団
　
長
　
松
本
　
弘
哉

　
技
能
功
労
章

団
　
員
　
折
舘
　
勇
士

団
　
員
　
長
谷
川
優
次

初
山
別
村
消
防
団
員表

彰
受
賞
者



新春書き初め会
　新年を迎える喜びを新たにするとともに、「書」への理解

と関心を深める事をねらいとして、新春書き初め会が自然

交流センターにて開催されました。今年は小学生１０名が参

加し、課題を手本に力強い筆運びで品を書き上げていまし

た。審査を終えた作品は自然交流センター１階エントラン

スホールに展示されました。　　　　　　　（１月６日）

韻

●１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

二十歳のつどい４昭

新春書き初め会６松

初山別村消防団出初式
初山別村救難所出初式

７掌

どんど焼き８捷

乳幼児健診１０昌

予防接種
海上安全祈願祭

１１昭

ほしっこくらぶ１７昌

冬季健康づくりウォーキング会２１掌

予防接種２５昭

ほしっこくらぶ会場開放日３１昌 ２月の「ほしっこくらぶ」は、２１日開催予定です。

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（１月１７日）

ほしっこくらぶ －１月号－

　旭日単光章の受賞

の栄に浴されました、

成田謬好様へ、宮本

村長より勲記並びに

勲章が伝達されまし

た。成田様は平成７

年５月から平成１９年

４月まで初山別村議

会議員として１２年間

在職し、村政の進展と地域の発展に貢献され

ました。　　　　　　　　　　（１２月２５日）

旭日単光章叙勲伝達
　海難救助活

動の自主的活

動組織である

日本水難救済

会初山別救難

所が、新たな

年の海難事故防止を誓いました。

　式典では宮本村長から訓示を受け、福田

郁所長が答辞を述べました。

　地域の安全を守るため、今後もよろしく

お願いします。　　　　　　（１月７日）

令和６年 初山別村救難所出初式

・ 初 　
はつ

 日 　賞…長　坂　琉　聖
じつ

・躍　動　賞…山　本　向　琉

・彗　星　賞…水　野　愛　望

・チャレンジ賞…福　田　凪　沙

・天 文 台 賞…水　野　結　依

・利尻富士賞…長　坂　璃々奈

・飛　翔　賞…山　本　　　葵

・ 銀 　
ぎん

 華 　賞…福　田　汐　里
か

・ダイナミック賞…日　角　将　崇

・金 比 羅 賞…村　田　大　弦

令和６年 新春書き初め会
入賞者一覧



吋

初山別中学校　職業体験学習
　初山別中学校の２年生の職業体験が各公共施設・事業所で行われ、働くことの意義を学び

ました。役場には岩井漣さんが訪れ、保健師業務や広報誌製作などを体験しました。実際に

漣さんが取材し作成した記事はこちらです。（１２月１８日～１９日）
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　細々と始めたインスタグラムも、今では

たくさんの方に見ていただくようになりま

した。久々に過去の投稿に遡ってみると、

本当に様々な経験をさせていただいている

と感じました。初山別へ来た私たちが日々、

感じた事や経験した事を載せています。ぜ

ひ覗いてみてください！

 インスタグラムは、上記のＱＲコードか

らも見ていただけます！インスタグラムの

他にフェイスブックもやっています！

【池田・石田】

地域おこし協力隊
インスタグラム開設 ２年目

右

滑これまで載せた写真を一部ご紹介捲捲

協
力
隊
ほ
 っ
 と
 Ｎ
 Ｅ
 Ｗ
Ｓ
 　!!

体
験
会
行
い
ま
し
た
！

　
ヘ
ッ
ド
セ
ラ
ピ
ー
（
ア
ク

セ
ス
バ
ー
ズ
）
の
体
験
会
を

岬
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
！
色
々
な
方
が
受
け
て
く

だ
さ
り
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
い
ら
な
い
思
考
や
感

情
を
ク
リ
ア
に
し
て
、
見
え

る
世
界
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
？噛

１
月
末
か
ら
は
、
岬
セ

ン
タ
ー
と
繋
小
屋
で
毎

週
開
催
し
ま
す
！

　
こ
の
施
術
の
ギ
フ
ト
の
ひ
と
つ
は
、
お
互
い
に
受
け
取
り
ギ
フ
ト

に
な
れ
る
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
と
お
会
い
で
き
る
だ
ろ

う
か
楽
し
み
で
す
。
【
池
田
】

【
場
所
・
時
間
】

　
煙
繋
　
小
　
屋
　
毎
週
土
曜
日
　
　
：
 　
～
　
：
 　

１１

００

１６

００

　
　
　
　
　
　
　
　
予
約
の
み

　
煙
岬
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
日
曜
日
　
　
：
 　
～
　
：
 　

１３

００

１８

００

　
　
　
　
　
　
　
　
予
約
優
先
（
予
約
な
し
で
も
可
能
）

【
料
金
】
有
料
（
　
分
：
５
０
０
円
、　

分
：
１
５
０
０
円

１５

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
分
：
３
０
０
０
円
）

６０

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
緯
０
８
０
儿
１
３
８
４
儿
８
５
１
６
（
池
田
携
帯
番
号
）



宇

議会だ よ り

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決
初山別村税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第５４号

可決

初山別村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第５５号

可決
初山別村簡易水道事業の設置等に関する条例の制

定について
議案第５６号

可決
初山別村農業集落排水事業等の設置等に関する条

例の制定について
議案第５７号

可決

初山別村簡易水道事業の設置等に関する条例及び

初山別村農業集落排水事業等の設置等に関する条

例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について

議案第５８号

可決令和５年度一般会計補正予算（第６号）議案第５９号

可決
令和５年度国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
議案第６０号

可決令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第６１号

可決
令和５年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第２号）
議案第６２号

可決
令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算

（第４号）
議案第６３号

　
　
月
議
会
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１４

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
条
例
の
制
定
、
改
正
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

１０

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
議
員
、
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより２０２４ 冬　№ 109

令和６年２月発行



烏

議会だ よ り
　
　
条
例

■
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
改

正
。

■
初
山
別
村
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

→
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
簡
易
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
農
業
集
落
排
水

事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
簡
易
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及

び
初
山
別
村
農
業
集
落
排
水

事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計
（
第
６
号
）

→
８
８
９
８
万
７
千
円
を
追

加
し
、　

億
３
９
７
１
万
２

２７

千
円
に
。

【
自
治
振
興
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
現
時
点
の

状
況
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
　
月
末
時
点
で
、　

件
、

１１

３８

１
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
農
業
委
員
会
費
】

垢
 鎌
田
議
員

　
新
規
就
農
者
パ
ン
フ
の
配

付
先
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
新
規
就
農
フ
ェ
ア
で
配
付

を
行
う
。

【
学
校
管
理
費
】

垢
 鎌
田
議
員

　
エ
ア
コ
ン
の
工
事
費
は
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
特
に
電
気
工
事
と
な
る
が
、

修
繕
費
で
予
算
措
置
し
て
い

る
。

【
教
育
費
委
託
金
】

垢
 髙
場
議
員

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
体
制
整
備
事
業
費
委
託
金

で
、
活
動
体
制
を
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
の
か
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
へ
の
、
地
域
協
議
体
制
整

備
に
対
し
て
の
も
の
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

→
　
万
１
千
円
を
追
加
し
、

７３
２
億
２
２
６
３
万
６
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）

→
７
４
５
万
７
千
円
を
追
加

し
、
２
億
１
４
３
０
万
２
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
（
第
２
号
）

→
１
０
０
万
円
を
追
加
し
、

２
億
４
７
４
万
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
　
号
）

４４

→
１
１
５
万
円
を
追
加
し
、

１
億
５
６
８
５
万
４
千
円
に
。

　
　
選
挙
管
理
委
員

　
　
・
補
充
員
の
選
挙

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
の
結
果
、
次
の
方
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

　
立
田
　
　
授
（
明
　
里
）

　
立
田
　
康
雄
（
千
代
田
）

　
立
田
　
尚
子
（
明
　
里
）

　
村
田
　
寿
宏
（
有
　
明
）

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
佐
古
　
　
大
（
初
山
別
）

　
佐
藤
　
孝
子
（
明
　
里
）

　
長
谷
川
雄
平
（
有
　
明
）

　
原
　
　
洋
己
（
初
山
別
）

　
　
意
見
書
案

■
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
３
回
臨
時
会

（
　
月
　
日
）

１１

２４

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
給

料
表
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を

引
き
上
げ
。

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
給
料
を
引

き
上
げ
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
５

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）】

→
７
１
０
万
円
を
追
加
し
、

　
億
５
０
０
８
万
円
に
。

２６■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　
万
５
千
円
を
追
加
し
、　

６４

２６

億
５
０
７
２
万
５
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

→
７
万
円
を
減
額
し
、
１
億

５
５
０
７
万
４
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
（
第
３
号
）

→
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

１
億
２
３
２
４
万
５
千
円
に
。

意

見

書

案

条

例

補

正

予

算

臨

時

議

会

選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙



羽

議会だ よ り
 

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
対
策

つ
い
て

議
員
　
今
年
の
熊
の
出
没
、
目
撃

数
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
異
常

な
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
街
の
中
を
熊
が
う

ろ
つ
い
て
、
人
身
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
し
、
農
作
物
な

ど
の
被
害
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

村
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
捕
獲
従
事
者
の
確

保
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

　
村
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。

村
長
　
道
内
の
ヒ
グ
マ
の
生
息
数

は
、
平
成
２
年
度
の
調
査
で

推
定
５
埀２
０
０
頭
か
ら
令

和
２
年
度
の
調
査
で
は
、
推

定
１
１
埀７
０
０
頭
と
　
年
３０

で
倍
以
上
に
増
加
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
人
身
被
害
に

お
い
て
も
、
本
年
５
月
の
上

川
管
内
幌
加
内
町
に
お
い
て

発
生
し
た
死
亡
事
故
を
は
じ

め
と
し
、
多
数
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の

様
な
状
況
の
中
で
、
北
海
道

で
は
、
令
和
４
年
度
に
人
身

被
害
の
防
止
、
人
里
へ
の
出

没
の
抑
制
及
び
農
業
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
北
海
道

ヒ
グ
マ
管
理
計
画
（
第
２
期
）

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
管

理
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
、
本
年
４
月
に
は
、

留
萌
振
興
局
管
内
ヒ
グ
マ
対

策
実
施
計
画
を
策
定
し
、
管

内
関
係
機
関
が
連
携
し
、
人

身
被
害
等
の
未
然
防
止
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
村
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
　
年
度
に
農
林
水

２６

産
業
等
の
被
害
防
止
を
目
的

と
し
、
初
山
別
村
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
を
設
置
し
、
村

外
の
者
も
含
め
隊
員
　
名
を

１２

委
嘱
し
、
被
害
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
３０

度
に
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
従

事
者
育
成
の
た
め
、
初
山
別

村
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
育

成
支
援
事
業
助
成
金
制
度
を

新
設
し
、
令
和
４
年
度
に
は
、

新
規
に
鉄
砲
を
所
持
す
る
方

へ
の
免
許
取
得
時
の
助
成
金

を
追
加
し
、
捕
獲
従
事
者
の

確
保
・
育
成
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５
年

度
に
は
、
狩
猟
免
許
取
得
者

２
名
、
鉄
砲
所
持
許
可
者
１

名
が
新
た
に
加
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
村
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
基
本
組

織
で
あ
る
、
北
海
道
猟
友
会

羽
幌
支
部
初
山
別
部
会
の
会

員
も
現
在
　
名
で
組
織
し
て

１０

お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
半

数
以
上
が
農
業
者
で
あ
る
こ

と
で
、
農
繁
期
に
は
迅
速
な

対
応
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

市
街
地
へ
の
出
没
時
等
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
の
確

保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

過
般
　
月
４
日
の
議
会
全
員

１２

協
議
会
で
も
説
明
い
た
し
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
度
よ
り

初
山
別
村
有
害
鳥
獣
捕
獲
従

事
者
育
成
支
援
事
業
助
成
金

制
度
の
見
直
し
・
拡
充
を
行

い
、
精
神
鑑
定
診
断
料
及
び

教
習
用
射
撃
用
実
包
購
入
費

の
限
度
額
の
撤
廃
と
新
規
に

猟
銃
等
を
購
入
す
る
場
合
に

　
万
円
を
上
限
と
し
た
助
成

５０金
を
追
加
し
、
捕
獲
従
事
者

の
確
保
に
支
障
と
な
っ
て
い

る
個
人
負
担
に
つ
い
て
、
実

質
無
償
で
所
持
で
き
る
制
度

と
し
て
改
正
す
る
と
と
も
に
、

機
会
あ
る
ご
と
に
助
成
金
制

度
の
説
明
会
等
を
実
施
し
、

制
度
周
知
の
徹
底
を
図
り
、

一
人
で
も
多
く
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
従
事
者
の
確
保
・
育
成

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
従
事
者
が
増
え
な
い
場
合

の
考
え
は
。

村
長
　
北
海
道
、
管
内
連
携
し
危

機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

議
員
　
村
職
員
が
資
格
を
取
り
従

事
者
と
な
る
の
は
。

村
長
　
確
保
策
の
考
え
の
中
に
は

入
っ
て
く
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。

議
員
　
村
の
方
で
も
講
習
会
な
ど

を
開
き
、
周
知
願
い
た
い
。

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ 捕獲従事者

　  　　　 確保への取組みは

Ａ　助成金制度の見直しと
　　　　　　拡充により確保に努めたい

宮
本
　
村
長
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困
り
ご
と
に
対
し
て
の
支
援

に
つ
い
て

議
員
　「
相
談
支
援
」
を
中
核
に
、

経
済
的
自
立
だ
け
で
な
く
社

会
的
自
立
、
日
常
的
自
立
と

広
い
意
味
で
の
自
立
を
目
指

す
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
が
成
立
し
て
　
年
に
な

１０

り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

心
に
問
題
を
抱
え
る
人
、
日

常
的
に
家
族
の
介
護
や
世
話

を
担
っ
て
い
る
人
も
対
象
に

な
る
と
法
律
上
で
認
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
多
く
の

人
の
間
で
は
経
済
的
自
立
だ

け
が
強
調
さ
れ
、
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
一
人
世
帯
も
増

え
身
辺
に
相
談
で
き
ず
一
人

で
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
く
、
こ
れ
を
機
に
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に

し
た
「
相
談
会
」
を
開
い
て

村
民
が
抱
え
て
い
る
問
題
を

把
握
し
一
人
一
人
を
支
援
し

て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
社
会
的
な

居
場
所
づ
く
り
を
し
て
、
仲

間
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

村
長

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
は
平
成
　
年
に
成
立
し
、

２５

平
成
　
年
４
月
か
ら
「
生
活

２７

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」
が

開
始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
事
業
は
、
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

で
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
が

よ
り
複
雑
化
、
深
刻
化
す
る

前
に
自
立
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。
本
事
業
の
実
施
主
体

は
福
祉
事
務
所
と
な
り
、
管

内
で
は
留
萌
振
興
局
と
な
り

ま
す
。
村
に
お
い
て
は
、
留

萌
振
興
局
で
設
置
す
る
、
管

内
７
町
村
及
び
各
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
、
他
関
係
各
機

関
で
構
成
さ
れ
る
「
生
活
困

窮
者
支
援
会
議
」
に
そ
の
構

成
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
、
ご
質
問
１
点
目
の

生
活
に
対
す
る
困
り
ご
と
な

ど
の
「
相
談
会
」
を
開
催
し

村
民
の
問
題
を
把
握
し
一
人

一
人
支
援
し
て
は
と
の
ご
質

問
で
す
が
、
生
活
困
窮
対
策

と
し
て
の
相
談
会
は
、
留
萌

振
興
局
に
お
い
て
民
間
事
業

所
の
「
自
立
相
談
支
援
事
業

所
　
る
も
い
生
活
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
」
に
業
務
委
託
し
、

毎
月
２
回
程
度
留
萌
管
内
各

町
村
に
お
い
て
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で

の
村
の
関
わ
り
と
し
て
は
、

担
当
係
や
保
健
師
が
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
住
民
か
ら

事
前
に
相
談
を
受
け
た
場
合
、

こ
の
「
安
心
セ
ン
タ
ー
」
へ

つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
支
援
制
度
の
仕
組
み

や
事
業
内
容
等
の
周
知
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で

す
の
で
、
本
制
度
が
生
活
困

窮
者
の
自
立
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
、
実
施
主
体
、
関
係

団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
い
、
効
果

的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
、
２
点
目
の
居
場
所

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動

が
自
粛
さ
れ
て
た
期
間
も
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
、
さ
さ

え
愛
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
、
豊
岬
地
区
の
「
な

ん
も
な
ん
も
食
堂
」
を
は
じ

め
と
し
た
村
内
各
団
体
等
に

よ
る
食
の
提
供
に
よ
る
居
場

所
づ
く
り
な
ど
、
地
域
や
各

種
団
体
な
ど
が
協
力
し
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
居
場
所
づ
く
り
は
孤
立
し

な
い
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
様
々

な
視
点
か
ら
そ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
皆
が
集
ま
り
何
か
を
作
る
、

困
り
ご
と
を
話
す
場
所
を
作

る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

村
長
　
居
場
所
が
あ
る
こ
と
は
孤

立
し
な
い
大
き
な
視
点
の
一

つ
に
な
る
と
思
う
。

議
員
　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
場
と

し
て
、
ツ
・
ド
ウ
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
。

村
長
　
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点

で
、
村
の
施
設
を
そ
う
い
う

方
法
で
活
用
で
き
な
い
か
含

め
、
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
、
深
め
て
考
え
て
い
き
た

い
。

一

般

質

問

Ｑ　困りごとに対し
①相談会を開催しては

②居場所づくりを実施しては

Ａ　①制度の周知、情報発信に努めたい
　　②重要と認識、あり方を検討したい

三谷　博子　議員
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議会だ よ り

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
緩
和

さ
れ
、
初
の
師
走
及
び
新
年

を
迎
え
皆
様
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
な
が
ら
ま
だ
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
い
る
状
況
で
あ

り
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
健
康
に
は
十
分
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
さ
て
我
が
家
の
年
賀
状
に

は
欠
礼
文
を
添
え
る
枚
数
が

年
々
増
え
て
い
る
事
に
気
付

き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
で
済
ま

す
と
の
添
え
書
き
も
あ
り
ま

す
。
　
葉
書
代
も
値
上
が
り
す
る

と
の
こ
と
。

　
人
生
百
年
と
申
し
ま
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
我
が
家
も
考
え
る

と
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
・
加
藤
　
一
裕
）

　
編
集
後
記

　
令
和
５
年
度
学
校
定
期
監

査
を
　
月
　
日
に
村
内
小
中

１１

１７

学
校
で
実
施
。

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

・
令
和
４
、
５
年
度
配
分
予

算
実
行
状
況
。

・
施
設
の
管
理
状
況
、
備
品

整
理
保
管
状
況
、
理
科
薬
品

等
の
保
管
状
況
。

２
　
監
査
結
果
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、

伝
票
経
理
事
務
、
各
備
品
台

帳
の
整
理
、
備
品
の
整
理
、

保
管
は
、
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等

は
、
適
正
と
認
め
ま
し
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
等
の

整
理
、
保
管
は
、
適
正
と
認

め
ま
し
た
。

　
木
村
健
一
議
長
が
、　

年
１２

以
上
議
長
と
し
て
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
三
谷
副

議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
定
期
監
査

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

総
務
大
臣
表
彰

議　　会　　の　　う　　ご　　き
全国町村議会議長全国大会及び管内議長会行政視察（議長・東京都、高知県）２８～

１２／１１１　　　月

１２　　　月羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（髙場議員・羽幌町）６

議会運営委員会（委員長外委員多数及び議長）

議会全員協議会（議長外議員多数）
４

例月出納検査（監査委員）１０

学校定期監査（監査委員）１７

例月出納検査（監査委員）１３北海道後期高齢者医療広域連合議会定例会（議長・札幌市）２０

第４回定例会（議長外全議員）１４北海道町村議会議員公務災害補償等組合議会臨時

会（議長・札幌市）

北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）

２１
１　　　月

二十歳のつどい（議長外議員多数）４羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会

（髙場議員・羽幌町）

北留萌消防組合議会定例会（斉藤議員・羽幌町）

２２

初山別救難所出初式（議長外議員全員）

初山別村消防団出初式（議長外議員全員）
７

第３回臨時会（議長外全議員）

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員全員及び議長）

議会改革特別委員会（委員全員）

２４ 議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１６

例月出納検査（監査委員）１７



卯

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
厳
し
い

寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、
暦
の
上
で
は

も
う
春
で
す
。
日
毎
に
日
が
長
く
な

り
、
春
の
気
配
が
少
し
ず
つ
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
は
「
笑
い
の
力
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
笑
い
の
力
を
知
り
、

笑
い
を
積
極
的
に
生
活
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
新
年
を
明
る
く
楽
し
く
健

康
に
過
ご
す
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

①
免
疫
力
を
高
め
、
免
疫
シ
ス
テ
ム

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

　
笑
う
と
リ
ン
パ
球
の
一
種
で
あ
る

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
（
Ｎ
Ｋ
細

胞
）
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
が
ん
や
ウ

イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る
細
胞
で
、
活
性

化
す
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

免
疫
力
は
高
す
ぎ
る
と
自
分
自
身
の

体
を
攻
撃
す
る
自
己
免
疫
疾
患
（
リ

ウ
マ
チ
、
膠
原
病
な
ど
）
を
引
き
起

こ
し
ま
す
が
、
笑
い
は
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
作
用
も
あ
り
、
自
己

免
疫
疾
患
の
症
状
を
和
ら
げ
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。

②
幸
福
感
と
鎮
痛
作
用
、
ス
ト
レ
ス

軽
減

　
笑
う
と
不
安
感
や
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
す
る
「
ド
ー
パ
ミ
ン
」、
痛
み
を
和

ら
げ
た
り
神
経
を
落
ち
着
か
せ
る

「
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
」、
幸
福
ホ
ル

モ
ン
と
呼
ば
れ
る
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」、

愛
情
ホ
ル
モ
ン
の「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」

な
ど
の
脳
内
物
質
が
分
泌
さ
れ
、
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
。
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ

ン
と
呼
ば
れ
る
「
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
」

の
値
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
ス
ト

レ
ス
軽
減
作
用
が
あ
り
ま
す
。

③
血
行
促
進
・
脳
の
活
性
化

　
笑
う
時
に
は
「
下
腹
部
に
力
を
入

れ
て
息
を
短
く
吐
く
こ
と
」
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
腹
式
呼
吸

と
同
じ
動
き
で
、
胸
式
呼
吸
に
比
べ

よ
り
多
く
の
酸
素
を
取
り
込
み
、
体

内
の
二
酸
化
炭
素
を
吐
き
出
す
た
め
、

有
酸
素
運
動
に
相
当
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
脳
や
臓
器
に
酸
素
が
十

分
に
行
き
渡
る
こ
と
で
、
細
胞
が
活

性
化
し
働
き
が
良
く
な
り
ま
す
。

④
認
知
症
予
防

　「
ほ
ぼ
毎
日
笑
う
人
」
と
「
ほ
と

ん
ど
笑
わ
な
い
人
」
で
は
後
者
の
方

が
１
年
後
の
認
知
機
能
の
低
下
が
大

き
い
（
約
２
倍
）
と
い
う
研
究
結
果

も
あ
り
ま
す
。
笑
う
こ
と
で
脳
内
の

記
憶
を
司
る
器
官
で
あ
る
「
海
馬
」

が
活
性
化
す
る
た
め
、
認
知
症
予
防

に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
血
糖
値
の
改
善

　
笑
い
は
脂
肪
細
胞
か
ら
の
善
玉
物

質
「
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
」
の
分
泌

を
促
し
ま
す
。
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン

は
動
脈
硬
化
を
抑
え
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
効
き
や
す
さ
を
高
め
る
作
用
が
あ

る
た
め
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

■
生
活
の
中
で
 

「
笑
い
」
を
増
や
す
た
め
に

　
生
活
の
中
で
笑
顔
を
増
や
す
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
お
笑
い
番
組
や
コ
メ
デ
ィ
映
画
を

観
る
、面
白
い
マ
ン
ガ
や
本
を
読
む

②
笑
顔
で
い
る

　
作
り
笑
い
で
も
脳
が
勘
違
い
し
、

本
当
の
笑
い
と
同
じ
効
果
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
は
自

身
の
健
康
に
役
立
ち
ま
す
。

③
落
語
を
聞
く

④
ペ
ッ
ト
を
飼
う
、
動
物
の
番
組
や

動
画
を
見
る

　
動
物
の
愛
ら
し
い
仕
草
に
思
わ
ず

に
っ
こ
り
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
ほ
え
み
も
笑
い

と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑤
会
話
を
す
る
、
誰
か
と
一
緒
に
過

ご
す

　
一
人
で
意
識
し
て
笑
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
や

友
人
、
近
所
や
職
場
の
方
と
積
極
的

に
会
話
し
、
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。

　
笑
い
に
関
す
る
研
究
は
世
界
中
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
笑
い
」は
が
ん
、

糖
尿
病
、
循
環
器
疾
患
、
う
つ
、
認

知
症
な
ど
心
身
の
健
康
に
良
い
効
果

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
に

も
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
新
し
い

年
は
あ
な
た
の

笑
顔
で
周
り
の

人
も
幸
せ
に
、

笑
顔
の
輪
を
広

げ
て
い
く
素
敵

な
１
年
に
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

（
保
健
師
　
小
泉
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

笑
い
の
力



■
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
案
内

　
相
続
が
発
生
す
る
と
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
名
義
の
預
金
の
払
戻
し
を
始

め
と
す
る
様
々
な
手
続
に
、
大
量
の

戸
籍
書
類
一
式
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法

務
局
に
申
出
書
、
戸
籍
書
類
一
式
及

び
相
続
関
係
を
示
し
た
図
（
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
）
を
提
出
す
れ
ば
、

法
定
相
続
人
の
証
明
書
を
何
通
で
も

無
料
で
取
得
で
き
る
制
度
で
す
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
登
記
、
預
金

の
払
戻
し
、
相
続
税
の
申
告
、
年
金

手
続
な
ど
に
戸
籍
書
類
一
式
の
提
出

が
省
略
で
き
ま
す
の
で
、
大
変
便
利

で
す
。

　
ご
検
討
さ
れ
る
方
は
、
旭
川
地
方

法
務
局
登
記
部
門
ま
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
緯
０
１
６
６
儿
３
８
儿
１
１
６
６

　
（
直
通
）

※
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時
　３０

分
か
ら
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

【
手
続
の
詳
細
】

　
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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■
ダ
メ
ゼ
ッ
タ
イ
　
み
ん
な
が
困
る

　
迷
惑
駐
車

焔
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に

な
り
ま
す
。

焔
交
差
点
付
近
で

の
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

焔
緊
急
車
両
の
活

動
を
妨
げ
ま
す
。

焔
歩
行
者
事
故
な

ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

焔
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

鵜

気象台ひと口メモ ～「低温注意報」について～
　上川・留萌地方では、１月下旬から２月下旬が一年で最も寒

い時期となります。気象台では低温による農作物の被害（夏期）

や水道管の凍結・破裂などによる被害（冬期）が発生するおそ

れがあるときに「低温注意報」を発表します。具体的な発表基

準は、４月から６月と８月中旬から１０月までは、平均気温が平

年より６℃以上低い、７月から８月上旬は気温が１４度以下が１２

時間以上継続など、稲作などの農業関係に影響を及ぼす気温が

基準となっています。また、１１月から３月までは最低気温が平

年より１２℃ 以上低いと予想する場合に発表しています。冬期

間の低温は、上空に強い寒気が入る、冬型の気圧配置が緩み内陸部を中心に晴れて地表面の熱が

奪われる放射冷却現象が起こるなどの原因で発生します。これまでの最低気温の記録は、旭川

－４１．０℃（１９０２年１月２５日）と内陸部では－３０℃以下、留萌－２３．４℃（１９８５年１月２５日）と海岸

部では－２５℃前後となっており、１月下旬から２月下旬に低温注意報が発表されると、厳しい冷

え込みが予想されますので水道管の凍結・破裂などに十分注意が必要です。

　　　　　　お問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　　　　　　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　　　　　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



窺

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和６年３月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇

（第４水曜日２７日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日２７日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２８日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（４日）〇
整形専門外来

予約制

８：００～１１：００穴口医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１２日・２６日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１１日・２５日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（６日・１３日・２７日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（５日・６日・１２日・１９日・２６日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（６日）〇耳鼻咽喉科（第１水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日・２９日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※新年は１月４日（水）から診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１９日（木）に行います。

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

ひとのうごき

～令和６年１月末～

人口と世帯数
人口 １,０４６人
　　　（±０人）
 男 ５１１人
 女 ５３５人
 世帯数 　５１３世帯 
　　　（＋３世帯）

（　） は前月比

転　　入

１／２２　Ｉ ＰＵＴＵ ＭＥＬＡ ＡＮＴＡＲＡ

（初山別）

１／２２　ＤＥＷＡ ＫＡＤＥＫ

　　　　ＲＩＫＡ ＥＲＤＩＡＮＡ（初山別）

１／２２　ＰＡＮＤＥ ＭＡＤＥ ＧＥＤＥ

　　　　ＰＥＲＴＡＭＡ ＰＵＴＲＡ

（初山別）

おくやみ

１２／１６　山本　昭光　８０歳（豊岬）

１２／２０　山下　ハナ　１００歳（豊岬）

１／１１　重松　幹也　８２歳（明里）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※午前の内科は予約優先で診察を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。

※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で２１日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）



　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（２／１３～３／１３ ）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（２月号）１３昇

２

月

乳幼児健診１４昌

予防接種１５昭

破砕ごみ（初山別・千代田）１６晶

村民スキー大会１７松

１８掌

１９捷

２０昇

ほしっこくらぶ会場開放日２１昌

２２昭

２３晶

２４松

２５掌

２６捷

２７昇

広報配布（お知らせ版）２８昌

予防接種２９昭

ふじみ保育所　ひなまつり撮影会１晶

３

月

２松

３掌

４捷

５昇

乳幼児健診６昌

７昭

８晶

９松

１０掌

１１捷

１２昇

乳幼児健診
広報しょさんべつ配布（３月号）

１３昌

丑

鏡 も ち の 寄 贈

　るもい農

業協同組合

様より鏡も

ちを寄贈し

ていただき

ました。鏡

もちは正月

期間中、役場庁舎ロビーに供えさせてい

ただきました。　　　　　（１２月２５日）

　令和５年１２月２７日、初山別村農業委員会は初山別村長に対し「初山別村農地等利用調整

最適化推進施策に関する意見書」を提出しました。

　意見書は農業委員会等に関する法律３８条に基づいて、農地等の利用の最適化の推進につ

いて、より効率的かつ効果的に実施するために提出するものです。また、内容については、

農業委員及び各関係団体からの意見を取りまとめたものです。

　主な項目は以下のとおりです。

初山別村農地等利用調整最適化推進施策に関する意見書の提出

ど ん ど 焼 き

　初山別総

合技能士会

による「ど

んど焼き」

が初山別稲

荷神社境内

にて執り行

われました。「どんど焼き」とは無病息災

を願う日本伝統の火祭行事で、お正月に

飾られた門松やしめ縄、古いお札を一箇

所に積み上げて、燃やすというものです。

（１月８日）

・担い手に対する支援
・就農から経営継承までのサポート強化
・農業委員への女性の登用促進について
・農業の魅力発信
・食料・農業・農村基本法について
・冬野菜栽培の推進
・「地域計画」策定の推進
・鳥獣被害防止対策の強化


